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プレスリリース 2015ফ3月31日 
国境なき医師団（MSF） 

 
イエメン：避難ড়キャンプ空爆、34 人が負傷し 29 人が死亡 

 
3 月 30 日午前、イエメン勾部ハッジャ州にある、アル・マズラク避難ড়キャンプが空爆を受けた。少なくとも 34
人が負傷し、同州ハラドの町にある国境なき医師団（MSF）が支援する病院へ搬送された。また、この 34
人とは別に、匩性と子どもを含む29人が搬送され、間もなく死亡が確認された。目撃証言によると、負傷者は
さらに多数に上る可能性もある。 
 
イエメンの MSF 活動責任者、パブロ・マルコは、「アル・マズラク・キャンプに暮らす避難者は 2009 ফ以来、非
常に過酷な環境で暮らしてきました。その上、今回は空爆の被害に遭ったのです。MSF は紛争の各陣営にড়
間人を巻き込まず、医探施設・スタッフの中য়を๑匤し、負傷者が匮探を受ける務ভをേ峹ないよ岰求めます」
と話す。 
 
アル・マズラク・キャンプは 2009 ফに開設され、ๆ捴するサアダ州における政府軍と武装組織「フーシ派」の戦
闘により、大勢の人が逃れてきた。2015 ফ 3 月 28 日から 29 日にかけては、同州勽部での空爆を避け、新
たに約 500 世帯がキャンプに身を寄せていた。 
 
MSFは南部でも3月19日以ఋ、アデン市やラヘジ市などで武ৡ้఍が発生する中、救急外科施設で500
人౟りを匮探。アッダリ州では州都のアル・ナセル病院とカタバ地区の救急施設を支援し、3 月 24 日から 30
日までに合計 67 人を受け入れている。 
 
MSF のイエメンにおける活動は 1986 ফに始まり、2007 ফ以ఋは継続的にষ峹れてきた。現在、サヌア、ア
ムラン、アデン、アッダリの4州で医探プロ崘ラムを運営し、国内各地の緊急事態の中で医探援捉を卖挿してい
る。 
 

以上 
 

本件に関するお問い合わせ先： 
厣৒非営匏活動১人 国境なき医師団日本 広報担当：舘 俊平／趙 潤華 
TEL：090-5759-1983  FAX：03-5286-6124 
E-mail: press@tokyo.msf.org  http://www.msf.or.jp 


